
勉強会の実施概要 データ活用・協議の具体例
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編集データの抜粋やビジュアルなどを適宜挿入

重
要
指
標
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• MCMユーザーごとに
ターゲット、KPIに合わ
せたサクセスロードマップ
にあった伴走支援を実施

データ活用・協議による成果

［内部用］勉強会報告 記入フォーマット［記載イメージ］

＃カテゴリー

訪日客をEHIMEへ！
日本最大級のインバウンドメディア「MATCHA」で愛媛の魅力を多言語発信

10月勉強会（実装先向け）：本事業の進捗状況や他県の事例を共有し、MCMによる情報
発信のPDCAの自走化に必要なサポートをヒアリング。
12月勉強会（外部向け）：地元の方がインバウンドに届けたい愛媛の魅力の意見交換

10月勉強会：ゴール：インバウンド向け情報発信の土台としてMCMを活用するイメージ
を持つ。結果、３実装先それぞれの課題やターゲットを共有しあう良い機会になった。
12月勉強会：地域の魅力が伝わるインバウンド向け情報発信を学ぶ機会を設けられた。

10月勉強会：実装先３者
12月勉強会：愛媛県内観光事業者、酒蔵等 13組織、16名

10月：実装先よりMCMの運用状況・課題共有、MATCHAより事例・サポート施策の共
有
12月：実装先の事例紹介、海外に届けたい愛媛の魅力・伝え方に関するワークショップ

10月：各実装先がターゲットにあう情報発信のPDCAを自走化するためのノウハウ共有
11月：インバウンド向け情報発信をする上で蓄積すべき閲覧データのポイントについて
勉強会で実装先の事例を共有。新たにインバウンド向けに届けたいコンテンツを協議。

MCMで投稿した記事のPV数、セッション数、送客数、CTR

MCMの記事経由で発生したコンテンツのCV

インバウンド向けの情報発信は、日本での観光情報を収集している渡航前（タビマエ）
の段階で伝えていくこと重要。インバウンド向けの高価格なコンテンツや大規模なプロ
モーションの前にはターゲット分析が重要。リアルタイムで地域が求めているターゲッ
トに刺さる情報を発信するPDCAをまわし持続可能な観光地を目指す地域をサポート。

自治体・観光事業者・宿泊事業者で情報発信体制やインバウンド誘客で達成したい目標
が異なるため、伴走支援も実装先ごとに内容を変える必要性があることがわかった。今
年度はまずMCMでPDCAを回す情報発信体制ができたので、どの実装先でも最重要KPI

となるコンテンツの予約に繋がる発信ができるようコンサル視点でのサポートが必要。

• コンスタントな記事投稿で蓄積されるPV数、セッション数、送客数、CTR等のデータ分析
• JNTOページでの発信等フロー型の単発施策で終わっていたインバウンド向け情報発信から

MCMの活用によるストック型でターゲットニーズを可視化し中長期的施策の検討を最適化

実装後実装前

デ
ー
タ

取
得

• 訪日客のインサイトは自治体、JNTO、
観光庁発信の情報が基本

• タビマエに訪日関心層が求めるニーズ
を可視化した上での多言語発信は未着手

MCM上で多言語での情報発進を自走化
• 閲覧データ、送客数をリアルタイムで確認
• 上記で蓄積されたデータを県内事業者

と共有（勉強会）

デ
ー
タ
利

活
用 ・JNTO、自治体の訪日客情報からターゲッ

トの大枠を選定

実

行

• 閲覧データからターゲットごとに刺さる検
索クエリやコンテンツを可視化し、次回投稿
する記事の内容に反映するというPDCAを
組織内で自走化を実現

• 限定的なデータを元に既存サイト上で可
能な範囲で多言語での情報発信を実施
※リアルタイムで閲覧データ分析は困難

協

議

• 上記で可視化されたデータに基づき、
客観的な指標に基づくノウハウ共有や
意見交換を実現

株式会社MATCHA

実装先：GLAMPROOKしまなみ／株式会社瀬戸内しまなみリーディング／一般社団法人キタ・マネジメント

12月勉強会10月勉強会

• 組織内での情報発信の自走化ができて
いないため、データを蓄積しながら発信
のPDCAを回していくことが難しい

• アクセス情報こそインバウンド誘客に欠かせない
情報であることが閲覧データから判明。県外の
主要観光地からのアクセス情報を整備。

• 国籍別閲覧データから次年度の受け入れ体制整
備の優先順位を検証


